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1. 平成26年3月期第3四半期の連結業績（平成25年4月1日～平成25年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年3月期第3四半期 110,708 6.7 5,147 33.3 5,218 41.1 3,013 56.6
25年3月期第3四半期 103,762 6.7 3,860 387.6 3,698 ― 1,924 ―

（注）包括利益 26年3月期第3四半期 4,132百万円 （176.1％） 25年3月期第3四半期 1,496百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

26年3月期第3四半期 37.10 ―
25年3月期第3四半期 23.69 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

26年3月期第3四半期 188,473 103,721 54.2 1,257.40
25年3月期 186,431 100,633 53.1 1,219.40
（参考）自己資本 26年3月期第3四半期 102,138百万円 25年3月期 99,052百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

25年3月期 ― 3.50 ― 6.50 10.00
26年3月期 ― 6.00 ―
26年3月期（予想） 5.00 11.00

3. 平成26年 3月期の連結業績予想（平成25年 4月 1日～平成26年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無  

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 143,000 5.0 5,500 31.6 4,500 22.7 2,200 35.4 27.08



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有 
（注）詳細は、[添付資料]４ページ「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用」をご覧ください。 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四
半期財務諸表に対するレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
１．本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、そ
の達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件
及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、[添付資料]３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情
報に関する説明」をご覧ください。 

※ 注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無
②①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 26年3月期3Q 84,476,500 株 25年3月期 84,476,500 株
② 期末自己株式数 26年3月期3Q 3,246,632 株 25年3月期 3,246,167 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 26年3月期3Q 81,230,024 株 25年3月期3Q 81,231,584 株
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（１）経営成績に関する説明 

  当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益の幅広い改善や個人消費の持ち直し等により、緩やか 

 に回復しつつあります。先行きにつきましては、消費税率引上げに伴う駆け込み需要及びその反動等が見込まれる 

 中、景気回復の動きが確かなものとなることが期待されますが、海外景気の下振れが、引き続きわが国の景気を下押 

 しするリスクとなっております。 

  航空業界におきましては、羽田空港国内線の航空旅客数は、昨年３月の年間２万回の発着枠拡大による増便や景気 

 回復等に伴い、前年同期比で増加となりました。国際線の航空旅客数は、東南アジア諸国に対する査証の発給要件の 

 緩和や、円安による訪日旅行の割安感の浸透等により、訪日外国人旅客数が初めて年間1,000万人を突破するなど、 

 全体として前年を上回りました。空港別では、成田空港及び関西空港においては、前年同期比で増加となり、前年同 

 期比で減少が続いていた羽田空港においても、第３四半期には増加に転じております。 

  また、航空自由化（オープンスカイ）やＬＣＣ（ロー・コスト・キャリア）の路線拡大等による競争の激化、民間 

 の能力を活用した国管理空港等の運営等に関する法律の施行に伴う空港経営改革の進展など、航空業界をめぐる事業 

 環境は大きく変化しつつあり、より一層の競争力強化に向けた取組みが求められております。 

  このような状況の中、当社グループは、新たな中期経営計画（平成25年度から平成27年度）に基づき、さらなる羽 

 田国際化への対応、新しい空港運営の未来の構築、事業収益性の改善を重点課題として取り組んでおります。国内線 

 旅客ターミナルビルにつきましては、本年３月の羽田空港国際線の増便にあわせて、内・際乗継施設の整備等を実施 

 し、利便性、快適性及び機能性の向上を図ることにより、内・際乗継旅客の増加を促進し、収益機会の最大化に努め 

 てまいります。また、現在進められている国際線旅客ターミナルビルの拡張に対応し、免税店運営や維持管理業務受 

 託の拡充と、付帯ホテルの運営による業容拡大等により、当社グループの収益力の拡大を図ってまいります。 

  当第３四半期連結累計期間の業績につきましては、国際線売店売上において、訪日外国人旅客数の増加を踏まえ、 

 店舗への集客策の強化に努めたことや、円安による割安感の浸透等に対応して利用者ニーズに沿ったきめ細やかな商 

 品展開を行うことで購買単価が改善したことなどにより、好調に推移いたしました。 

  以上の結果、営業収益は １，１０７億８百万円（前年同期比 ６.７％増）、営業利益は ５１億４千７百万円（前 

 年同期比 ３３.３％増）、経常利益は ５２億１千８百万円（前年同期比 ４１.１％増）、四半期純利益は ３０億 

 １千３百万円（前年同期比 ５６.６％増）となりました。 

  セグメント別の業績は次のとおりであります。なお、営業利益はセグメント利益に該当します。 

  

（施設管理運営業） 

  

  家賃収入につきましては、羽田空港国内線旅客ターミナルビルにおける航空会社用事務室に関し、返却抑制を図る 

 ための定期借家契約の締結と一部家賃の見直しを実施したこと等が影響し、前年同期を下回りました。 

  施設利用料収入につきましては、航空旅客数の増加及び国内線第２旅客ターミナルビルの３スポット供用開始に伴 

 う国内線施設利用料収入の増加により、前年同期を上回りました。 

  その他の収入につきましては、航空旅客数の増加に伴う駐車場収入やエアポートラウンジ収入等の増加により、前 

 年同期を上回りました。 

  その結果、施設管理運営業の営業収益は ３４７億５千９百万円（前年同期比 ２.１％増）、営業利益は、２９億 

 ６千８百万円（前年同期比 １.５％増）となりました。 

  

（物 品 販 売 業） 

  

  国内線売店売上につきましては、国内線第１旅客ターミナルビル出発ゲートラウンジ内において新規展開した直営 

 店舗の浸透効果と、プライベートブランド商品の拡充や販売促進を図ったことにより、前年同期を上回りました。 

  国際線売店売上につきましては、訪日外国人旅客数の前年の尖閣諸島問題からの反動増や円安に伴い、ブランド品 

 を中心に売上が増加するとともに、成田空港や関西空港における新規直営店舗展開等も奏功して、前年同期を大きく 

 上回りました。 

  その他の売上につきましては、関西空港での契約変更による卸売上の減少がありましたが、羽田空港国際線旅客 

 ターミナルビル店舗や他空港への卸売が増加したこと等により、前年同期を上回りました。 

  その結果、物品販売業の営業収益は ６６２億１千１百万円（前年同期比 ９.５％増）、営業利益は、原価低減交 

 渉やプライベートブランド商品の拡充による商品原価の低減効果もあり、５０億２千７百万円（前年同期比 

 ３２.７％増）となりました。 

  

１．当四半期決算に関する定性的情報



  

（飲 食 業）  

  

  飲食店舗売上につきましては、航空旅客数の増加に加え、国内線第２旅客ターミナルビルの３スポット供用開始に 

 伴う新規直営店舗展開や顧客獲得のための積極的な営業活動等により、前年同期を上回りました。 

  機内食売上につきましては、顧客である外国航空会社の旅客数が増加したこと等により、前年同期を上回りまし 

 た。 

  その他の売上につきましては、国際線旅客ターミナルビルの拡張工事に伴い閉鎖した店舗の影響等により、前年同 

 期を下回りました。 

  その結果、飲食業の営業収益は １３４億１千２百万円（前年同期比 ４.４％増）、営業利益は、人件費や物件費 

 の各種コスト圧縮効果もあり、２億３千万円（前年同期比 ８８.４％増）となりました。 

  

（２）財政状態に関する説明 

 (資産）   

  当第３四半期連結会計期間末における流動資産は ３６５億９千６百万円となり、前連結会計年度末に比べ ４０億 

 １千１百万円増加いたしました。これは主に現金及び預金が ３０億６千１百万円増加したこと等によるものでありま

 す。固定資産は １,５１８億７千７百万円となり、前連結会計年度末に比べ １９億６千９百万円減少いたしました。

 これは主に投資有価証券が ３９億４千４百万円増加したものの、減価償却に伴い有形固定資産が ５３億３千７百万 

 円減少したこと等によるものであります。 

  この結果、総資産は １,８８４億７千３百万円となり、前連結会計年度末に比べ ２０億４千２百万円増加いたしま

 した。 

  

 （負債）  

  当第３四半期連結会計期間末における流動負債は ３０４億２千７百万円となり、前連結会計年度末に比べ ３億  

 ５千８百万円増加いたしました。これは主に未払法人税等が ６億６千万円減少したものの、買掛金が ９億８千３百 

 万円増加したこと等によるものであります。 固定負債は ５４３億２千４百万円となり、前連結会計年度末に比べ  

 １４億４百万円減少いたしました。これは主に長期借入金が ７億円減少したこと等によるものであります。  

  この結果、負債合計は ８４７億５千１百万円となり、前連結会計年度末に比べ １０億４千６百万円減少いたしま 

 した。 

  

 （純資産） 

  当第３四半期連結会計期間末における純資産合計は １,０３７億２千１百万円となり、前連結会計年度末に比べ 

 ３０億８千８百万円増加いたしました。これは主に利益剰余金が １９億９千８百万円増加したことや、その他有価 

 証券評価差額金が ５億９千１百万円増加したこと等によるものであります。 

  この結果、自己資本比率は ５４.２％（前連結会計年度末は ５３.１％）となりました。 

   

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

  当第３四半期連結累計期間における当社グループの業績は、円安による訪日旅行の割安感の浸透等に伴う訪日外国 

 人旅客数の増加及び購買単価の改善等により、成田空港や羽田空港を中心に免税店等の売上が好調に推移し、当社グ 

 ループの営業利益、経常利益及び四半期純利益はいずれも予想を上回っておりますが、海外景気の下振れが、引き続 

 きわが国の景気を下押しするリスクとして存在していることから、平成25年11月６日に公表いたしました通期連結業 

 績予想につきましては、現時点で変更はございません。 



（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

  該当事項はありません。 

   

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

（税金費用の計算） 

  税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

   

   

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成25年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 16,167 19,229

売掛金 9,528 9,439

商品及び製品 4,158 4,654

原材料及び貯蔵品 134 140

繰延税金資産 1,068 1,069

その他 1,539 2,075

貸倒引当金 △12 △12

流動資産合計 32,584 36,596

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 265,219 270,371

減価償却累計額及び減損損失累計額 △165,240 △172,293

建物及び構築物（純額） 99,978 98,078

機械装置及び運搬具 10,231 10,214

減価償却累計額及び減損損失累計額 △8,237 △8,437

機械装置及び運搬具（純額） 1,994 1,776

土地 10,476 10,476

リース資産 2,552 2,919

減価償却累計額及び減損損失累計額 △1,018 △1,380

リース資産（純額） 1,534 1,538

建設仮勘定 4,436 1,107

その他 24,479 25,532

減価償却累計額及び減損損失累計額 △20,137 △21,086

その他（純額） 4,341 4,446

有形固定資産合計 122,761 117,424

無形固定資産 2,214 1,990

投資その他の資産   

投資有価証券 13,102 17,046

長期貸付金 6,668 6,668

繰延税金資産 6,673 6,371

その他 2,425 2,376

投資その他の資産合計 28,870 32,462

固定資産合計 153,846 151,877

資産合計 186,431 188,473



（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成25年12月31日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 5,062 6,046

短期借入金 12,104 12,322

未払法人税等 1,831 1,170

賞与引当金 896 467

役員賞与引当金 152 137

その他 10,022 10,283

流動負債合計 30,069 30,427

固定負債   

長期借入金 44,702 44,002

退職給付引当金 4,770 4,609

資産除去債務 443 448

その他 5,813 5,264

固定負債合計 55,728 54,324

負債合計 85,798 84,751

純資産の部   

株主資本   

資本金 17,489 17,489

資本剰余金 21,309 21,309

利益剰余金 64,874 66,873

自己株式 △3,239 △3,240

株主資本合計 100,434 102,432

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 1,670 2,261

繰延ヘッジ損益 △3,073 △2,601

為替換算調整勘定 20 45

その他の包括利益累計額合計 △1,382 △293

少数株主持分 1,581 1,583

純資産合計 100,633 103,721

負債純資産合計 186,431 188,473



（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 

（第３四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年12月31日) 

営業収益   

家賃収入 10,225 10,027

施設利用料収入 11,945 12,497

その他の収入 10,957 11,214

商品売上高 59,940 65,702

飲食売上高 10,693 11,267

営業収益合計 103,762 110,708

売上原価   

商品売上原価 44,660 48,684

飲食売上原価 6,644 6,947

売上原価合計 51,304 55,631

営業総利益 52,457 55,077

販売費及び一般管理費   

従業員給料 6,292 6,264

賞与引当金繰入額 398 450

役員賞与引当金繰入額 105 134

退職給付費用 676 729

賃借料 6,301 6,771

業務委託費 10,463 10,442

減価償却費 9,580 9,424

その他の経費 14,780 15,711

販売費及び一般管理費合計 48,597 49,929

営業利益 3,860 5,147

営業外収益   

受取利息 229 266

受取配当金 121 208

雑収入 992 546

営業外収益合計 1,343 1,020

営業外費用   

支払利息 756 679

持分法による投資損失 633 106

雑支出 115 164

営業外費用合計 1,505 950

経常利益 3,698 5,218



（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年12月31日) 

特別利益   

国庫補助金 － 89

特別利益合計 － 89

特別損失   

固定資産圧縮損 － 88

固定資産除却損 － 37

投資有価証券評価損 35 －

その他の投資評価損 1 1

特別損失合計 37 126

税金等調整前四半期純利益 3,661 5,181

法人税等 1,697 2,139

少数株主損益調整前四半期純利益 1,963 3,041

少数株主利益 39 27

四半期純利益 1,924 3,013



（四半期連結包括利益計算書） 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年12月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 1,963 3,041

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △46 594

為替換算調整勘定 △0 25

持分法適用会社に対する持分相当額 △420 472

その他の包括利益合計 △466 1,091

四半期包括利益 1,496 4,132

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 1,456 4,102

少数株主に係る四半期包括利益 40 30



 該当事項はありません。   
  

   

 該当事項はありません。   
   

   

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成24年４月１日 至 平成24年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  

  

                                         （単位：百万円）

 （注）１．セグメント利益の調整額には、各報告セグメントに配分していない親会社本社の総務部門等管理部門に係る

      費用2,974百万円が含まれております。  

    ２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

    

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報  

       該当事項はありません。 

   

  

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  

                                         （単位：百万円）

 （注）１．セグメント利益の調整額には、各報告セグメントに配分していない親会社本社の総務部門等管理部門に係る

            費用3,081百万円が含まれております。  

    ２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

    

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報  

       該当事項はありません。 

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

（セグメント情報等）

  

  

報告セグメント    

 調整額 
（注１） 

四半期連結 
損益計算書 

計上額 
（注２） 

施設管理 
運営業  

 物品販売業   飲食業    計 

売上高             

 外部顧客への売上高  32,479  59,997  11,285  103,762  －  103,762

 セグメント間の内部売上高 

 又は振替高 
 1,557  480  1,566  3,604  (3,604)  －

計  34,037  60,477  12,851  107,367  (3,604)  103,762

セグメント利益  2,924  3,787  122  6,834  (2,973)  3,860

  

  

報告セグメント    

 調整額 
（注１） 

四半期連結 
損益計算書 

計上額 
（注２） 

施設管理 
運営業  

 物品販売業   飲食業    計 

売上高             

 外部顧客への売上高  33,156  65,730  11,821  110,708  －  110,708

 セグメント間の内部売上高 

 又は振替高 
 1,602  480  1,590  3,674  (3,674)  －

計  34,759  66,211  13,412  114,383  (3,674)  110,708

セグメント利益  2,968  5,027  230  8,226  (3,078)  5,147
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